
開
か
れ
て
い
た
「
官
邸
の
門
」

　

「経
団
連
の
井
上
で
す
。
内
政
調
査
室

で
の
打
ち
合
わ
せ
に
来
ま
し
た
」

　

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
。
経
団
連
の
井
上

さ
ん
っ
て
、
誰
か
知
っ
て
い
る
？
」

　

「
俺
、
知
っ
て
い
る
よ
。
あ
あ
、
井
上

さ
ん
、
入
っ
て
！
」

　

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
が

国
の
最
高
権
力
者
が
執
務
す
る
首
相
官

邸
の
門
の
通
り
方
で
あ
る
。
世
紀
の
変
わ

り
目
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
控
え
た
１
９
９
９
年

か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
、
私
は
経
団

連
の
事
務
局
員
と
し
て
官
邸
に
頻
繁
に
出

入
り
し
て
い
た
。
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を

取
る
で
も
な
く
、
当
時
の
官
邸
の
ス
タ
ッ
フ
、

例
え
ば
総
理
秘
書
官
や
内
政
調
査
室
の

官
僚
に
会
う
た
め
に
、
週
に
３
、
４
度
、

こ
う
し
て
官
邸
の
門
を
開
け
て
も
ら
っ
て
い

た
。

　

警
視
庁
の
官
邸
警
護
の
部
隊
に
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ー
ポ
リ
ス
（Ｓ
Ｐ
）
も
含
ま
れ
る

が
、
当
時
、
経
団
連
会
長
は
公
職
に
就

く
者
と
し
て
警
視
庁
Ｓ
Ｐ
の
警
護
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
経
団
連
事
務
局
の
役
職
員

も
彼
ら
と
顔
馴
染
み
に
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
も
多
分
に
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
当
時
の

官
邸
は
真
面
目
に
政
策
を
考
え
、
提
案

す
る
者
は
快
く
迎
え
て
く
れ
る
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。

　

現
在
の
内
閣
で
も
、
総
理
の
意
向
を
沿

う
考
え
を
持
つ
者
は
歓
迎
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
が
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
政
策
や
不
都
合

な
真
実
を
直
言
す
る
者
は
敬
遠
さ
れ
る
。

ま
さ
に
、
当
時
の
正
反
対
の
雰
囲
気
が
あ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん

新
し
い
官
邸
と
な
り
、
建
物
の
構
造
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
報
道
陣
で
す
ら
取
材
の
し

に
く
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
ま
た
テ
ロ
対

策
と
し
て
、
最
高
レ
ベ
ル
の
警
備
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
現
在
の
官
邸
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
政
策
検
討
の
幅
は
、

出
入
り
す
る
限
ら
れ
た
人
々
の
発
想
で
決

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

当
時
の
内
閣
は
、
橋
本
龍
太
郎
氏
の
後

を
引
き
継
い
だ
小
渕
恵
三
総
理
が
率
い
る

内
閣
だ
っ
た
。
長
期
政
権
の
期
待
が
高
か

っ
た
橋
本
総
理
は
、
１
９
９
７
年
４
月
に
消

費
税
率
を
５
％
に
引
き
上
げ
た
結
果
、
景

気
悪
化
を
招
き
、
７
月
、
タ
イ
・
バ
ー
ツ

の
暴
落
に
端
を
発
し
た

「
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
」
に
も
巻
き
込
ま
れ
、
山
一
証
券
の
自

主
廃
業
や
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
を

招
い
て
し
ま
っ
た
。

　

橋
本
総
理
と
言
え
ば
、
経
済
政
策
面
で

「
失
政
の
総
理
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
「真

空
総
理
」
と
呼
ば
れ
た
小
渕
総
理
で
あ
っ

た
。
名
付
け
親
は
中
曽
根
元
総
理
の
よ
う

だ
が
、
小
渕
総
理
自
身
は
、
「
私
心
を
捨

て
て
人
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
こ
と
」

と
解
し
て
低
姿
勢
を
貫
い
た
。

　

そ
の
最
初
の
仕
事
が
、「経
済
戦
略
会
議
」

の
設
置
だ
っ
た
。
１
９
９
８
年
７
月
30
日
に

総
理
就
任
し
た
が
、
そ
の
１
週
間
後
の
８

月
７
日
に
は
、
経
済
戦
略
会
議
を
国
家
行

政
組
織
法
８
条
機
関
と
し
て
立
ち
上
げ
、

そ
の
議
長
に
当
時
の
経
団
連
副
会
長
、
樋

口
廣
太
郎
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
会
長
を
指
名
し

た
。
こ
れ
こ
そ
、
官
邸
会
議
の
第
１
号
だ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
に

も
、
１
９
８
６
年
に
中
曽
根
総
理
大
臣
の

私
的
諮
問
機
関
で
あ
っ
た

「
国
際
協
調
の

た
め
の
経
済
構
造
調
整
研
究
会
」
が
、
い

わ
ゆ
る

「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
を
出
し
て
い

る
が
、
国
家
行
政
組
織
法
上
の
位
置
付

け
の
あ
る
会
議
体
と
し
て
は
、
「
経
済
戦

略
会
議
」
が
官
邸
会
議
の
始
祖
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

経
団
連
の
現
役
副
会
長
が
新
内
閣
の
経

済
再
建
の
看
板
と
な
る
会
議
の
議
長
に
就

任
し
た
こ
と
か
ら
、
経
団
連
の
事
務
局
員

が
秘
書
役
と
し
て
樋
口
議
長
に
つ
い
た
。　

　

高
橋
秀
夫
氏
は
、
私
の
経
団
連
事
務
局

の
先
輩
で
指
導
教
官
的
な
人
で
あ
り
、
当

時
、
政
府
や
日
本
銀
行
、
マ
ス
コ
ミ
、
民

間
企
業
の
中
堅
ど
こ
ろ
が
、
非
公
式
に
経
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団
連
に
集
ま
っ
て
開
い
て
い
た
勉
強
会
の
ま

と
め
役
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　

私
は
、
高
橋
氏
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

日
本
に
も
よ
う
や
く
、
米
国
の

「大
統
領

経
済
諮
問
委
員
会
」
に
似
た
組
織
が
で
き

た
こ
と
を
実
感
し
た
。
樋
口
議
長
始
め
、

メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
わ
っ
た
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
、
寝
食
を
忘
れ
て
日
本
経
済

再
建
の
た
め
の
政
策
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
が
、
私
は
そ
の
生
々
し
い
現
場
を
横
目

で
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
議
論
、
提
言
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
、
次
に
打
つ
べ
き
手
を

考
え
て
い
た
。

　

米
国
に
は
、
大
統
領
の
諮
問
を
受
け
て

提
言
を
行
な
う
組
織
が
も
う
ひ
と
つ
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
設
立
し

た
「産
業
競
争
力
委
員
会
」
（Presid

en
t's 

C
o
m

m
is

s
io

n
 

o
n

 
I
n

d
u

s
t
r
ia

l 

C
o
m

p
etitiven

ess

）
で
あ
る
。
１
９
８
５

年
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト

「Glo
b
a
l C

o
m

p
e
titio

n
 T

h
e
 N

e
w

 

R
eality

」
は
、通
称

「ヤ
ン
グ
リ
ポ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・

パ
ッ
カ
ー
ド
社
の
社
長
だ
っ
た J

・ A

・
ヤ

ン
グ
氏
が
委
員
長
を
務
め
て
い
た
た
め
で

あ
る

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
米
国
の
産
業
競
争
力
の

向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
，
研
究
開
発
税

制
の
優
遇
措
置
の
拡
大
や
共
同
研
究
に
関

す
る
独
占
禁
止
法
の
障
壁
撤
廃
、
知
的

財
産
の
保
護
強
化
、
赤
字
の
解
消
、
政
府
・

産
業
界
・
労
働
組
合
と
の
間
の
実
効
性
あ

る
対
話
な
ど
の
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の
後

の
米
国
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政

策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

１
９
８
５
年
と
い
う
と
、
米
国
が
巨
額
の

財
政
赤
字
と
貿
易
赤
字
と
い
う

「双
子
の

赤
字
」
に
苦
し
ん
で
い
た
時
期
だ
が
、
こ

う
し
た
国
内
の
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
る
一
方
で
、
日
本
に
対
し
て
も
対
米
貿

易
黒
字
の
削
減
と
内
需
拡
大
を
求
め
る
政

治
的
な
圧
力
を
強
め
て
い
た
。
ま
さ
に
、

日
本
に
お
い
て

「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
が
作

ら
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
米
国
は
こ
の

「ヤ
ン
グ
・
レ
ポ

ー
ト
」
の
発
表
後
も
産
業
競
争
力
強
化
に

向
け
た
建
設
的
な
提
言
が
各
所
か
ら
発

出
さ
れ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

が

「
産
業
生
産
性
調
査
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
、
自
動
車
、
半
導
体
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
な
ど
日
米
欧
の
産
業
競
争
力
の
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
と
今
後
の
政
策
の
あ
り
方
を

ま
と
め
た

「Mad
e in

 A
m

erica

」
を
、
１

９
８
９
年
に
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
も
、
「
全
米
情
報
基

盤
構
想
」
を
１
９
９
３
年
に
発
表
し
、
米

国
が
Ｉ
Ｔ
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の

新
た
な
分
野
の
研
究
開
発
の
振
興
を
強
く

打
ち
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
日
、
米
国
の
企
業
が
新
し
い
産
業
分

野
を
次
々
に
切
り
拓
い
て
い
る
の
も
、
「ヤ

ン
グ
リ
ポ
ー
ト
」
以
降
の
産
業
競
争
力
強

化
の
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
と
い
う
こ

と
が
言
え
よ
う
。

も
う
一
つ
の
「
官
邸
会
議
」
を
提
起

　

当
時
、
私
は
経
団
連
で
産
業
政
策
を
担

当
し
て
い
た
が
、
樋
口
議
長
の
秘
書
役
と

し
て
動
い
て
い
た
高
橋
氏
よ
り
、
「経
済
戦

略
会
議
」
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

「短
期

経
済
対
策
へ
の
緊
急
提
言
」
（
１
９
９
８
年

10
月
）
や
、
「中
間
報
告
」
（同
年
12
月
）

に
盛
り
込
む
べ
き
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
政

策
課
題
を
整
理
す
る
よ
う
に
、
と
の
指
示

を
受
け
作
業
を
進
め
る
一
方
で
、
自
身
の

担
当
す
る
経
団
連
の
産
業
競
争
力
委
員

会
で
も
提
言
を
準
備
し
て
い
た
。

　

１
９
９
８
年
12
月
15
日
に
公
表
さ
れ
た

「産
業
競
争
力
強
化
に
向
け
た
提
言-

第

一
回　

国
際
競
争
上
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
求
め
る-

」
で
あ
る
。

　

「経
済
戦
略
会
議
」
は
、
竹
中
平
蔵
氏

（慶
應
義
塾
大
学
教
授
、当
時
、以
下
同
）

や
中
谷
巌
氏

（一
橋
大
学
教
授
）、
伊
藤

元
重
氏

（東
京
大
学
教
授
）、
竹
内
佐
和

子
氏

（東
京
大
学
助
教
授
）
ら
の
学
者
が
、

提
言
の
草
案
を
作
成
す
る
役
割
を
担
っ
た

が
、
経
済
界
か
ら
樋
口
廣
太
郎
議
長
の
他
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
井
手
正
敬
会
長
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
奥
田 

碩
社
長
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
の
鈴
木
敏
文
社
長
、
森
ビ
ル
の
森 

稔

社
長
な
ど
、
経
団
連
会
員
企
業
の
ト
ッ
プ

が
参
加
し
た
こ
と
で
、
企
業
経
営
者
の
意

見
も
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
を
よ
り
強
め
る
た
め
に
、
私
は
、
も
う

一
つ
の

「
官
邸
会
議
」
を
設
け
る
こ
と
を
、

経
団
連
の

「
産
業
競
争
力
強
化
を
向
け

た
提
言
」に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。　

（続
）

【
い
の
う
え　

ひ
ろ
し 

】 

１
９
８
０
年
４
月
経
団
連
入
局
。
産
業

政
策
、
都
市
・
地
域
政
策
な
ど
を
専
門

と
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
産
業

復
興
に
向
け
た
提
言
や
、
２
０
０
２
年

の
『
奥
田
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
と
り
ま
と
め

を
担
当
。
産
業
第
一
本
部
長
、
社
会
広

報
本
部
長
、
教
育 

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
本

部
長
な
ど
を
経
て
２
０
１
７
年
退
職
。

同
年
１
０
月
よ
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研

究
所
参
与
。

小渕恵三元首相
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